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研究成果の概要（和文）：本研究では，協同状況では，具体的なアイデアが提供されなくても，
メタレベルの働きかけのみで発想の転換が促されるのに対して，個人で思考を言語化した場合
には，特定の問題において妨害効果が生じることが明らかとなった。また，自らの試行を振り
返ること自体が洞察問題解決を阻害することも明らかとなった。さらに，アイデアを生成する
際には，抽出された情報の多様性が中程度の時に，質の高いアイデアが生成されることが示さ
れた。 

 
研究成果の概要（英文）：The present study showed that metacognitive suggestions can 

facilitate representational change during collaboration whereas verbalizing his/her 

thoughts disrupts some of the insight problem solving in an individual setting. The results 

also indicated that observation may disrupt insight problem solving if one attributes the 

observed moves to oneself, but not if one attributes them to another person. In addition, the 

results of the idea generation experiments showed that one can generate more creative 

ideas when he/she can use moderately diverse information. 
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１．研究開始当初の背景 

(1) 新しい現象を発見したり，その現象を説
明するための理論を構築するといった科学
的発見に関わる活動は，非常に創造的な活動
である。また，科学的な活動に限らず，新し
いアイデアを生み出したり，これまでにない
ものの見方が求められる状況は，日々誰しも
が経験していると考えられる。この創造的問
題解決を促進するための手立てについては，

これまで様々な検討がなされてきているが，
近年，研究成果が蓄積されてきている研究領
域としては，協同問題解決研究が挙げられる。
そこで得られた知見によると，他者と協同し
て問題に取り組む中で生じる言語的なやり
とりが創造的問題解決を促進する重要な要
因 と な っ て い る  (Kiyokawa, Ueda, & 

Okada, 2003; Miyake, 1986; Okada & 

Simon, 1997; 植田・丹羽，1996)。中でも，
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パートナーから示されたアイデアに対する
評価や質問といったメタ認知的な働きかけ
が，問題状況の捉え直しを促し，新たな着想
を得る重要な契機となっていることが示さ
れてきている。 

 

(2) 上述のように，他者との協同の中で生じ
るメタ認知的な言語的やりとりは，創造的問
題解決を促進する有効な手立てとなる可能
性があるのに対して，個人が行う思考プロセ
スの言語化については，一貫した結果が得ら
れていない。この個人での思考の言語化が認
知活動に与える影響については，自己説明が
学習に及ぼす影響に関する研究（例えば，Chi, 

Bassok, Lewis, Reimnn, & Glaser 1989; 

Chi, Deleeuw, Chiu, & Lavancher, 1994），
言語隠蔽効果に関する研究（例えば，Schooler 

& Engstler-Schooler, 1990; Schooler, 

Ohlsson, & Brooks, 1993），説明効果に関す
る研究（Koehler, 1991）など，様々なテーマ
の下，幅広い研究領域で検討されてきている。
このうち，自己説明研究では，主として促進
効果が報告されてきているのに対して，言語
隠蔽効果研究および，説明効果研究では，主
として妨害効果が指摘されてきている。 

 

２．研究の目的 

(1) １．で述べたように，創造的問題解決に
おいて，自らの思考を言語化することは，そ
れが他者に向けられた場合であれ，自らに向
けられた場合であれ，促進的な効果をもたら
す可能性がある。しかし，他者に向けられた
場合には，多くの場合に促進的な効果が期待
できるのに対して，自分自身に向けられた場
合には必ずしも促進的な効果が得られるわ
けではなく，逆効果となる場合もある。 

本研究では，創造的問題解決を促進するた
めの手立てとして，思考の言語化に着目し，
それが促進効果をもたらすための条件を明
らかにすることを目的とする。 

 

(2) また，言語化による影響をより深く理解
するために，言語化以外で創造的問題解決を
促進・妨害する要因についても特定すること
を第二の目的とする。 

 

３．研究の方法 

(1) 清河・植田 (2007) では，具体的な課題
遂行に関わる「課題遂行役」と，課題遂行役
に対してメタな立場から働きかけを行う「相
談役」とに役割を分担させて，課題に取り組
む際に，「相談役」に対して働きかけの指針
（橋渡し教示）を与えさえすれば，メタレベ
ルの働きかけだけでも，自由に協同を行った
場合と同程度に発想の転換が生じることが
明らかとなった。 

この結果を受けて，研究１では，特に指示

のない自由に協同を行った場合にはどのよ
うな相互作用が生じていたのかを明らかに
することを目的として，自由協同条件の発話
データについて追加分析を実施した。具体的
には，自由協同条件の 18 ペア中，発想の転
換が生じて正解のルールを発見できた 16 ペ
アを対象として，どのような相互作用が行わ
れていたのかタイプの分類を行った。 

 
(2) 研究 2 では，洞察問題解決において非言
語的な情報の影響が果たす役割を検討した。
具体的には，T パズルを題材として，自分の
試行を「自分のもの」として観察する自己観
察条件，他者の試行を「他者のもの」として
観察する他者観察条件，実際には自分の試行
であるにもかかわらず「他者のもの」として
観察する疑似他者観察条件，そしてベースラ
インとなる個人条件の 4 条件を設定し，解決
成績と解決を妨害している不適切な制約の
緩和度について比較した。 
 
(3) 研究３では，解が一意に定まらない創造
的問題解決課題として，アイデア生成課題を
用いて，利用可能な情報の多様性と情報集約
方略がアイデアの質に及ぼす影響を，2 つの
実験により検討した。 

具体的には，30 枚 1 セットとなった記事セ
ットを実験参加者に与えて，20 分間で 2 つの
「未来社会において生じ得る変化」に関する
アイデアを生成させた。その際，なるべく多
くの記事を手がかりとして用いること，また，
各記事については精読するのではなく，全て
の記事についてざっと目を通すことを求め
た。なお，多様性について操作をするため，
記事のタイトルおよびキーワード間でのト
ピックワードの重複をもとに，マテリアルク
ラスター係数を算出し，実験１ではその値が
低い（0.36）記事セットと高い記事セット
（0.59）を，実験２ではより値を低めた記事
セット（0.01）と高い記事セット（0.57）を
作成した。ここで，マテリアルクラスター係
数は 0 から 1 までの値を取り，値が小さいほ
ど多様性が高いことを意味している。 

参加者によって生成されたアイデアの質
について，独自性，新規性，妥当性，有用性，
面白さ，記事との一貫性の 6 つの観点から評
価を行い，与えられた記事の多様性および実
際にアイデアのもととなった記事の多様性
とアイデアの質の関連を検討した。 

 
(4) 研究４では，自らの思考過程を言葉に置
き換えること（以下，言語化）が洞察問題解
決に及ぼす影響を検討した。具体的には，清
河・桐原 (2008) 同様，「どのようにして問題
に取り組んだか」を言語化する記述的言語化
条件，「問題の取り組みのうち，どのような
点がよくなかったか」について焦点化して言



語化を行う反省的言語化条件，そして，課題
とは無関連な言語化を行う統制条件におけ
る解決成績を比較した。 

 
４．研究成果 

(1) 研究１では，協同の仕方に特別な指示がな

い状況でも，一方が「課題遂行役」，もう一

方が「相談役」に相当する形で，自然に分業

が生じているペアが16 ペア中4 ペア存在し

ていた。残りの12 ペアについては，完全な分

業の形ではなく，互いにアイデアを出し合う

共同構築型のやりとりがなされていたことが

明らかとなった。 

このことから，自然な制約のない状況では

メタレベルの働きかけ以外にも，具体的なア

イデアの提供など，発想の転換を促進する要

因が存在していると言える。よって，他の促

進因を統制し，メタレベルの働きかけ単独で

も，同程度の効果が得られたことは，重要な

知見と考えられる。 

 

(2) 研究２では，自己観察条件に比較して，疑

似他者条件と他者観察条件で解決率が高いこ

とが明らかとなった（図１に条件別解決率を

示す）。また，解決を阻害している対象レベル

および関係レベルの制約からの逸脱が見られ

た試行（ターム）の割合についても検討を行

ったところ（図２に対象レベルの制約，図３

に関係レベルの制約からの逸脱割合に関する

条件×時期別結果を示す），関係レベルの制約

に関しては，明確な条件間の違いが見られな

かったものの，対象レベルの制約に関して，

自己観察条件では，時間の経過に伴い緩和し

ているとは言えず，特に後半において，他者

観察条件よりも緩和度が低いことが明らかと

なった。 

以上より，自らの遂行という点は共通であ

っても，観察時に動作主体をどこに帰属する

かによって影響が異なることが示唆された。

本研究では，言語化の影響を直接検討してい

るわけではないが，観察対象が自らの試行で

あった場合の妨害効果の背景には，言語隠蔽

効果と共通のプロセスが存在している可能性

が指摘できた。 

 
図１ Tパズル解決率（条件別） 

 
 

図２ 解決を阻害する対象レベルの制約から

の逸脱タームが生じた割合（条件×時期別） 

 

 
 

図３ 解決を阻害する関係レベルの制約から

の逸脱タームが生じた割合（条件×時期別） 

 

(3) 研究３の実験１では，たとえ多様な情報が

与えられたとしても，アイデアの質に直接影

響するわけではないことが示された（表１に

アイデアの質の評価値の条件別平均とSDを

示す）。なお，この結果は，与えられた情報

からアイデアの手がかりとなる情報を抽出す

る際に，トピックワードの重複に基づく抽出

がなされた結果，アイデア生成時に実際に活

用された記事の多様性に条件間で差が見られ

なくなったために生じたものと解釈できた（

表２に手がかりとして使用された記事のマテ

リアルクラスター係数の分布を示す）。 

そして，実際に使用された記事の多様性と

アイデアの質との関連を検討したところ，多

様な情報を活用出来ているほど，妥当性や記

事との一貫性といった点において質の高いア

イデアが生成されることが示された（表３に

アイデアの質の評価値の使用された記事の多

様性別平均とSDを示す）。 

 

表１ アイデアの評価値の平均（実験１＿条
件別。カッコ内は SD） 



表２ 手がかりとして使用された記事のマ
テリアルクラスター係数（実験１＿条件別） 

 

表３ アイデアの評価値の平均（実験１＿手
がかりとして使用された記事の多様性別。カ
ッコ内は SD） 

 

  

 実験２でも，与えられた情報の多様性は，
直接アイデアの質に影響していなかった（表
４にアイデアの質の評価値の条件別平均と
SD を示す）。 

しかし，手がかりとして用いられた情報の
多様性については，与えられた情報の多様性
の影響を受けていた（表５に手がかりとして
使用された記事のマテリアルクラスター係
数の分布を示す）。具体的には，与えられた
記事の多様性が低い場合には，実験１同様，
トピックワードの重複によって，記事が選ば
れていたのに対して，与えられた情報の多様
性が非常に高い場合には，互いにトピックワ
ードが重複しない記事が抽出されているこ
とが明らかとなった。 

実際に使用された記事の多様性とアイデ
アの質との関連については，多様性が高すぎ
る場合には，中程度の時に比べて，独自性，
新規性，有用性の評価が低くなることが示さ
れた（表６にアイデアの質の評価値の使用さ
れた記事の多様性別平均と SD を示す）。 

 

 

表４ アイデアの評価値の平均（実験２＿条
件別。カッコ内は SD） 

表５ 手がかりとして使用された記事のマ
テリアルクラスター係数（実験２＿条件別） 

 

 

表６ アイデアの質（実験２＿手がかりとし
て使用された記事の多様性別。カッコ内は
SD） 

 

(4) 研究４では，「睡蓮」問題に関して，記述
的言語化条件と反省的言語化条件で，統制条
件に比較して成績が低くなる言語隠蔽効果
が示された（表７に問題ごとの条件別別解決
率を示す）。記述的言語化条件において言語
隠蔽効果が示されたことは先行研究と一致
した結果であり，解決を阻害している制約が
言語化しやすい課題では，言語隠蔽効果が頑
健に生じることが示唆される。しかし，反省
的言語化条件でも言語隠蔽効果が得られた
ことは，先行研究と異なった結果であった。
この点については，反省的に言語化したとし
てもうまく作用しない問題が存在する可能
性を示唆している。 

 

表７ 条件別解決率 
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